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中
国
は
1
9
7
8
年
に
農
村
の
改
革
開
放

を
開
始
し
て
以
来
、「
三
農
」（
農
業
、
農
村
、

農
民
）
に
か
か
る
事
業
に
お
い
て
長
足
の
発

展
を
遂
げ
た
。
特
に
近
年
に
お
い
て
は
一
連

の
重
点
政
策
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大

き
な
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
。
 

　
そ
の
成
果
の
第
１
は
「
三
農
」
へ
の
財
政

投
入
の
大
幅
な
増
加
で
あ
る
。
中
央
政
府
の

「
三
農
」
に
対
す
る
財
政
支
出
は
最
近
5
年

間
の
累
計
で
は
1
・
6
兆
元
に
達
し
、
２
０

０
８
年
に
は
5，
　

6
2
5
億
元
が
準
備
さ
れ

て
お
り
、
前
年
に
比
べ
1，
　

3
0
7
億
元
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
 

　
第
２
は
農
業
支
援
制
度
の
整
備
で
あ
る
。

中
央
政
府
は
食
糧
直
接
補
助
金
、
優
良
品
種

補
助
金
、
農
機
具
購
入
補
助
金
及
び
農
業
生

産
資
材
総
合
補
助
金（「
四
つ
の
補
助
金
」
と

呼
ぶ
。
こ
の
う
ち
、
前
の
三
つ
を
「
三
つ
の

補
助
金
」
と
呼
ぶ
）
を
農
民
に
対
し
て
支
払
っ

て
い
る
。
2
0
0
2
〜
2
0
0
5
年
の
間
に

「
三
つ
の
補
助
金
」
と
し
て
合
計
3
2
0
・

2
億
元
が
支
払
わ
れ
、
ま
た
、
2
0
0
6
年

「
三
つ
の
補
助
金
」
は
1
9
0
億
元
、
同
時

に
1
2
5
億
元
の
農
業
生
産
資
材
総
合
補
助

金
が
支
払
わ
れ
た
。
そ
し
て
2
0
0
7
年
の

「
四
つ
の
補
助
金
」
の
資
金
規
模
は
5
1
3
・

6
3
億
元
に
達
し
た
。
 

　
第
３
に
は
、
農
業
税
、
牧
業
税
及
び
特
産

税
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
毎
年
1，
　

3
3
5
億
元
の
農
民
負
担
が

軽
減
さ
れ
た
。
 

　
政
府
に
よ
る
様
々
な
支
援
政
策
は
農
民
の

生
産
に
対
す
る
積
極
性
に
大
き
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
良
性
循

環
を
生
み
出
し
て
い
る
。
 

　
そ
の
第
1
点
目
は
、
中
国
の
食
糧
生
産
量

が
4
年
連
続
し
て
増
産
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
食
糧
生
産
量
は
、
2
0
0
3
年
の
4
億

3，
　

0
7
0
万
ト
ン
か
ら
2
0
0
7
年
は
5

億
1
5
0
万
ト
ン
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
中
国
の
食
料
安
全
保
障
を
確
保
し

て
い
る
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
世
界
に
お
け
る

食
糧
安
全
保
障
に
重
要
な
貢
献
を
果
た
し
て

い
る
と
い
え
る
。
 

　
第
2
点
目
は
、
国
内
主
要
農
産
物
価
格
の

安
定
が
、
世
界
の
農
産
物
価
格
の
更
な
る
大

幅
な
上
昇
の
回
避
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
2
0
0
7
年
に
は
小
麦
の
国

際
価
格
は
1
1
2
％
も
高
騰
し
、
大
豆
75
・

1
％
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
47
・
3
％
、
そ
れ
ぞ

れ
上
昇
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
国
家

統
計
局
の
統
計
に
よ
る
と
、
2
0
0
7
年
末

の
中
国
の
小
麦
価
格
は
対
前
年
比
1
・
3
％

の
増
加
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
同
12
・
7
％
の

増
加
で
あ
り
、
国
際
市
場
価
格
の
上
昇
幅
を

大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
 

　
第
3
点
目
に
は
、
農
業
生
産
者
の
収
入
増

加
に
対
す
る
支
援
で
あ
る
。
2
0
0
7
年
の

中
国
の
農
村
住
民
1
人
当
た
り
純
収
入
は
4
、

１
４
０
元
に
達
し
、
こ
の
30
年
間
の
毎
年
の



平
均
増
加
率
は
7
％
前
後
（
1
9
7
8
年
不

変
価
格
）
で
あ
り
、
都
市
住
民
1
人
当
た
り

可
処
分
所
得
の
毎
年
の
平
均
増
加
率
7
％
に

近
づ
い
て
い
る
（
た
だ
し
、
都
市
住
民
1
人

当
た
り
可
処
分
所
得
の
母
数
は
も
と
も
と
大

き
い
た
め
、
都
市
と
農
村
の
収
入
格
差
は
不

断
に
拡
大
し
て
い
る
）
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
の
農
業
の
更
な
る

発
展
に
は
、
い
く
つ
か
の
制
約
が
存
在
し
て

い
る
。
 

　
そ
の
１
つ
目
は
、
水
と
土
地
資
源
の
不
足

で
あ
る
。
中
国
は
、
人
が
多
く
、
地
が
少
な
く
、

1
人
当
た
り
耕
地
面
積
は
1
・
3
9
ム
ー
（
0
・

0
9
3
ha
）
で
世
界
平
均
の
40
％
に
過
ぎ
な

い
。
ま
た
、
1
戸
当
た
り
の
耕
地
面
積
も
0
・

5
ha
を
下
回
る
レ
ベ
ル
で
、
農
家
の
経
営
規

模
は
非
常
に
小
さ
い
。
1
人
当
た
り
水
資
源

は
世
界
平
均
の
４
分
の
1
、
イ
ン
ド
の
７
分

の
１
、
日
本
の
10
分
の
３
の
レ
ベ
ル
に
過
ぎ

ず
、
地
域
的
に
も
時
期
的
に
も
分
布
の
不
均

衡
が
甚
だ
し
く
、
毎
年
の
変
化
も
大
き
い
。
 

　
２
つ
目
に
は
、
食
糧
作
物
の
収
益
性
が
他

の
作
物
に
比
べ
て
低
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
措
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済

作
物
や
非
農
業
部
門
と
比
較
す
る
と
、
そ
の

格
差
は
大
き
い
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え

て
、
農
業
生
産
資
材
価
格
と
労
賃
コ
ス
ト
の

上
昇
が
、
食
糧
作
物
の
収
益
性
を
更
に
引
き

下
げ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
ら
の
制
約
に
膨
大
な
人
口
が
上
乗
せ

さ
れ
る
た
め
、
将
来
に
お
い
て
中
国
の
食
糧

需
給
は
長
期
間
に
わ
た
り
緊
張
的
均
衡
状
態

を
続
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
し
か
も
構
造
的

矛
盾
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の

中
で
、
基
本
的
に
は
小
麦
の
需
給
は
均
衡
す

る
が
、
コ
メ
、
大
豆
に
つ
い
て
は
供
給
不
足

が
大
き
く
な
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需
給
は

畜
牧
業
と
工
業
用
加
工
の
発
展
に
伴
っ
て
3

〜
5
年
後
に
は
供
給
が
需
要
を
満
た
せ
な
く

な
る
と
予
測
さ
れ
、
油
糧
作
物
も
供
給
不
足

が
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。
 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
次
の
3
点
に
つ
い

て
提
言
を
し
た
い
。
 

　
第
1
点
は
、
農
業
イ
ン
フ
ラ
建
設
を
強
化

し
、
食
糧
総
合
生
産
能
力
を
向
上
・
安
定
化

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
国
際
的
に
も
、
各
国

政
府
は
農
業
イ
ン
フ
ラ
建
設
へ
の
強
化
を
表

明
し
て
お
り
、
こ
の
種
の
投
入
に
つ
い
て
は

効
果
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
関
連
の
推

計
に
よ
る
と
、
最
近
の
5
年
間
に
お
い
て
中

国
の
食
糧
作
物
は
生
産
に
関
わ
る
設
備
の
条

件
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
自
然
災
害
へ
の

抵
抗
能
力
が
下
が
っ
て
お
り
、
毎
年
平
均
で

7
5
0
億
元
前
後
の
損
失
を
出
し
て
い
る
と

い
う
。
食
糧
生
産
能
力
の
保
護
と
レ
ベ
ル
向

上
は
国
家
の
食
糧
安
全
保
障
の
基
礎
を
確
保

す
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
中
央
一
号

文
件
を
契
機
と
し
て
、
農
業
生
産
の
イ
ン
フ

ラ
部
門
へ
の
投
入
を
強
化
し
、
災
害
抵
抗
能

力
を
増
強
す
る
べ
き
で
あ
る
。
 

　
第
2
点
は
、
食
糧
の
増
産
と
農
民
の
増
収

と
の
同
時
的
実
現
に
向
け
て
協
調
す
る
こ
と

で
あ
る
。
我
々
は
調
査
の
結
果
か
ら
、
胡
錦

涛
総
書
記
が
提
起
し
て
い
る
「
労
働
報
酬
の

第
一
次
分
配
に
お
け
る
比
重
を
高
め
る
」
と

い
う
方
針
に
基
づ
い
て
、
労
働
投
入
を
コ
ス

ト
に
算
入
し
て
、
価
格
形
成
シ
ス
テ
ム
の
中

で
運
用
さ
せ
る
（
農
産
物
の
最
低
買
入
価
格

を
引
き
上
げ
て
、
少
な
く
も
農
民
の
生
産
費

を
保
障
す
る
）
べ
き
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
ム
ー
当
た
り
の
小
麦
と
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
純
収
入
は
そ
れ
ぞ
れ
50
％
と

70
％
の
増
加
と
な
り
、
食
糧
生
産
農
民
は
単

収
の
向
上
と
同
時
に
収
入
も
増
加
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
社
会
に
お
け
る
第

一
次
分
配
の
公
平
性
を
実
現
す
る
重
要
な
措

置
で
あ
り
、
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
低
買
入
価

格
の
引
き
上
げ
は
各
級
の
政
府
に
よ
り
精
算

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
新

た
な
価
格
上
昇
、
場
合
に
よ
っ
て
は
通
貨
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
惹
起
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
 

　
第
3
点
は
、
科
学
教
育
の
強
化
で
あ
る
。

各
国
政
府
は
農
業
科
学
研
究
成
果
を
素
早
く

生
産
力
に
転
化
す
る
こ
と
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
国
政
府
に
お
い
て
も
農

業
科
学
教
育
と
普
及
に
か
か
る
財
政
投
入
は

増
強
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
長

期
的
及
び
累
積
的
効
果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
農
業
科
学
技
術

へ
の
投
入
の
割
合
は
2
0
0
6
年
に
お
い
て

わ
ず
か
0
・
5
％
前
後
に
過
ぎ
ず
、E
U
加
盟

15
カ
国
の
2
％
、
日
本
の
中
央
と
地
方
の
両

級
政
府
の
2
・
2
％
に
比
べ
て
非
常
に
低
い

レ
ベ
ル
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
食
糧
増
産
の

科
学
的
支
援
シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
よ
り
、
食

糧
安
全
保
障
を
確
保
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
。 

以
上
。 




